
北都留地区学校保健会開催・・・
6/24（木）に本年度の学校保健会の総会及び研修会が実施されました。学校保健会は地

区の医師会、養護教諭、保健主事などで組織され、地域の学校保健に関する課題を共有し

解決のための手立て等について検討するものです。本年度はコロナ禍という状況から、上

野原小学校を会場にリモートも併用する形で実施となりました。研修会では「新型コロナ

ウイルス感染症の対策」について、県の感染症対策の中心として活動されている感染症が

ご専門のお医者様に講師として講演もお願いしました。せっかくの機会なので、北都留地

区全ての小中学校に事前アンケートを実施し、学校の抱える課題についても共有し、改善

のための手立てについて共に考え行動するきっかけにしたいと考えました。講師の先生に

は非常にお忙しい中、時間をとっていただき大変貴重な示唆をいただきました。当日は、

富士･東部保健所や上野原市教委、薬剤師の方などにも参加していただき、地域をあげて

対策を講ずる気運を高めることができました。これまでも、これまで経験したことのない

事態の中で、子どもたちの安心･安全を第一に考えながら、学校の教育活動を止めないた

めに職員一同知恵を出し合い、支え合ってきました。今回の貴重な機会を生かし、今後も

教育活動の一層の充実のために、より多くの方たちと連携していくことの大切さを感じま

した。研修会の際に出された様々なアイディアをもとに、本校でもより安心・安全に、有

意義な活動を展開できるよう努力していきたいと考えています。

講師の先生のお話を伺って次のようなことを再確認しました。

流行初期においては，

・流行地域での飲食などマスクを外す機会をなくすこと。

・体調不良であれば、速やかに受診すること。

流行まん延期においては、

・地域の流行状況や生活範囲などを勘案し、会食の機会や部活動等を抑制

すること。

・学校での感染対策は、距離をとること、マスクを着用することが大切であること。

暑い夏の時期は、

・エアコンがついているならマスクをつけている方がよいこと。暑い屋外では距離を空けてマスクを着

用しない方がよいこと。

そして、あらゆる手立ても完璧ではないが、正しい情報をもとに対応を考え、より安心・安

全な学校生活を送れるように、みんなで努力していくことが大切だということを改めて感じま

した。

本会の実施にあたっては、関係される多くの皆様にご協力をいただき心から感謝してお

ります。お陰様で今後の見通しも立てることができました。今後も保護者や地域の皆様に

もお力を貸していただくことも多いと思いますが、引き続きご理解とご協力をお願いいた

します。（健康観察、検温、体温チェックカードの持参にご協力をお願いします）

☆☆☆☆☆「どうしたらよくなるか考え行動する」☆☆☆☆☆ 第６号
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子どもたちのあいさつ・・・
6/7（月）から児童会の子どもたちが、朝、あいさつ運動をがんばっていました。毎日続

ける中で明らかに子どもたちのあいさつが変わってきました。元気な声であいさつできる

子や自分から進んであいさつする子が増えてきました。私も毎朝子どもたちとあいさつを

交わしますが、日に日に私より先に元気にあいさつをしてくれる子が増えてきたのを感じ

ました。児童会の取組は大変かもしれませんが、その努力が成果として現れるとやった甲

斐があるのではないかと思います。私は先生方に「大変と書いてやりがいと読む」という

話をよくしましたが、私たち教師の仕事にはそう感じることができる瞬間がたくさんある

と思っています。しかし、子どもたちのためにも先生方が健康で働けるような業務改善も

していかなければならないと思っています。とても難しい問題ですが、実現していかなけ

ればならないと思います。

児童会本部のあいさつ運動以外にも、情報委員会、ボランティア委

員会、図書委員会、環境整備委員会、保健委員会、体育交通委員会、

給食委員会、ベルマーク委員会などがそれぞれ様々な取組をがんばっ

ています。委員会活動以外にも学級での当番や係活動にも取り組んで

います。様々な役割を果たす中で、仲間たちと生活していく上で必要

な仕事に責任を持って取り組む大切さややりがいを感じてほしいと

願っています。保護者の皆様も是非子どもたちと話したり、あいさつ

を交わしたりしながら子どもたちを支えていただけるようお願いいたします。

水泳指導・・・
感染症拡大防止のため、距離

の目安となるポイントを設けたり、

水泳指導用のマスクを着用した

りしながら指導も行っています。

プールでは静がですが、水泳を

楽しみにしている子どもたちの

声が聞こえてきます。

外国語教育の充実のため・・・
本校では、専科教員を中心

に外国語教育にも力を入れ

ています。他校や他地区の先

生方にも授業を見ていただ

きながら、子どもたちの力を

つけていくための手立てに

ついて日々検討を重ねてい

ます。子どもたちは、ALT の

先生ともコミュニケーショ

ンをとりながら、楽しそうに

学んでいます。


